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新
し
い
年
を
迎
え
１
月
も

過
ぎ
２
月
に
入
り
暦
の
上
で

は
立
春
で
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
寒
さ
厳
し
い
日
々
で

あ
り
ま
す
。
今
回
は
郡
議
長

会
で
行
わ
れ
た
、
球
磨
川
流

域
現
地
視
察
の
件
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
政
権
交

代
し
て
前
原
国
土
交
通
大
臣

が
川
辺
川
ダ
ム
中
止
と
明
言

さ
れ
た
関
係
で
、
国
土
交
通

省
、
九
州
地
方
整
備
局
に
よ

る
「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水

を
検
討
す
る
場
」
と
題
し
て
、

郡
議
長
会
で
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
郡
議

長
会
で
は
川
辺
川
、
球
磨
川

流
域
の
現
状
を
、
国
土
交
通

省
八
代
河
川
国
道
事
務
所
、

川
辺
川
ダ
ム
砂
防
事
務
所
、

球
磨
地
域
振
興
局
の
職
員
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
現
地
を

視
察
し
ま
し
た
。
現
地
で
は

五
木
村
長
、
水
上
村
長
、
球

磨
村
長
に
お
け
る
、
村
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
相
良
村
に
お
い
て
は
、

堤
防
未
整
備
地
区
の
段
階
的

築
堤
対
象
個
所
と
し
て
段
階

的
（
県
管
理
区
間
）
に
取
り

組
む
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
は
左
記
図
面
に
よ
り
ま

す
が
実
施
に
あ
た
っ
て
は
現

地
の
状
況
等
に
応
じ
て
更
な

る
検
討
が
必
要
と
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
地
視
察
の
感

想
と
し
て
五
木
宮
園
地
区
の

川
の
荒
れ
方
と
球
磨
村
の
水

害
常
襲
地
の
一
勝
地
淋
地
区

の
堤
防
、
県
道
、
宅
地
嵩
上

げ
の
工
事
現
場
は
大
が
か
り

で
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
宅
地
嵩
上

げ
は
何
百
戸
該
当
す
る
と
球

磨
村
長
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
宅
地
嵩
上
げ
が
終
了
し

た
家
屋
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◆ 議会のうごき ◆

「
球
磨
川
流
域
現
地
視
察
の

実
施
に
つ
い
て
」
の
検
討

議長の
活動報告

議
会
議
長
　
小
善
　
満
子

観音橋

相良橋

境田橋

錦大橋

曙
橋

夫
婦
橋

木
綿
葉
橋

高
尾
野
橋

球磨川第4橋梁

水無川

大谷川

川辺川

大谷川

新層谷川

白木谷川

鳩胸川

球磨大橋

柳瀬橋

川辺大橋

相良大橋
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◆ 議会のうごき ◆

皆さんどう思われますか？

　相良村議会では、２月18日開会臨時議会に於いて議員発議で、村長の不信任決議案が議題となりま

した。採決の結果否決されましたが、その提案理由の中に、「議員も相良村の村民から選任された人（議

員）である。執行部（村長）と議会は車の両輪であるべきなのに議会の話を聞かずに一方的にやって

しまう、自分（村長）ばかりが村民の代表のように錯覚を起こしている。」とあります。議会と執行

部が対立しているような新聞報道をされていますが、議員の皆さんは相良村のために一生懸命頑張っ

ておられます。執行部が提案した議題を検討もなく可決したらどうなりますか、皆さんの大切な税金

の使い方について真剣に考えて議会活動をしています。可決されない議案を何回も提案される執行部

のあり方に議会は困惑しています。

　議長、委員長必携の中のQ＆Aの中に、一事不再議の意味についてこの様に説明されています。

　なお、平成22年１月22日（金）、熊日新聞に名称「ヒロシマ・オリンピック」と題して招致検討委

に相良村加入となっており、趣旨に賛同した熊本県相良村など４市町村が新たに検討委員に加わった

とありました。徳田正臣相良村長のコメントも掲載されていました。相良村の税金を使って、村民の

意見も聞かず、議会にも相談なく、新聞を見て結果を知るという、この様な村長の行動について皆さ

んのご判断はいかがでしょうか。

相良村議会議長　小善　満子　

　それはなりません。つまり、会期は365日というものではなく、定例会と臨時会の会

期ごとに切れてしまっているので、前回で否決された条例、予算、意見書、決議、契

約、請願、陳情等を今会期に提出されてもかまいません。しかし、提案者は、前回否決になったも

のをそのまま提出するのは知恵のないことです。なぜ否決されたのか、ただ、会期が違っているの

で、一事不再議にならないだけの理論はいただけません。ましてや議会側でも、今回は可決すると

なると、わずかの日々だけの差であるので、前回は意地悪をしたのか、時間が足りなかったのかど

うかは知らないが、ちょっと軽々しいと思います。それでは議会の権威にも響きましょう。

　前の議会で否決された事件を今回の議会で審議するのは一事不再議に

なるか。Q

Ａ
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こんなことが決まりました
○地域情報通信整備推進事業（光通信事業）が議決されました
光通信事業～維持管理費説明拒否
　事業の説明から半年以上も経過しているのに、それにもかかわらず事業維持管理費が不明
瞭で疑問を持っていることについて、明確な回答を求めていました。ところが今日に至るま
で説明はありませんでした。相良村全体を考えれば、特に四浦地区は難視聴地域で解消もで
きる事から維持管理費の問題は残りますが、時代にそった事業でありますので、可決となり
ました。

〈 定例議会 〉
開催日　平成21年12月16日～ 12月25日まで
議案第60号　平成21年度相良村一般会計補正予算

（第８号）…………………………原案可決
議案第61号　平成21年度相良村国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）…………原案可決
議案第62号　平成21年度相良村介護保険特別会計補

正予算（第３号）………………原案可決
議案第63号　平成21年度相良村後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）………原案可決
議案第64号　相良村技能労務職員の給与の種類及び

基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について………………原案可決

議案第65号　相良村営住宅条例の一部を改正する条
例の制定について………………原案可決

議案第66号　相良村過疎地域自立促進計画の変更に
ついて……………………………原案可決

議案第67号　熊本県市町村総合事務組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び規約の一
部変更について…………………原案可決

議案第68号　熊本県後期高齢者医療広域連合を組織
する地方公共団体の数の減少及び規約
の一部変更について……………原案可決

発議第12号　吉松美代君の各常任委員長の解任を求
める決議について………………原案可決

発議第13号　相良村議会広報発行条例の制定につい
て…………………………………継続審査

陳情第４号　改正賃金業法の早期完全施行等を求め
る意見書の提出…………………原案採択

同意第５号　相良村教育委員会委員の任命について
… 　…………………………………原案可決
同意第６号　相良村教育委員会委員の任命について
… 　…………………………………原案否決
同意第７号　相良村教育委員会委員の任命について
… 　…………………………………原案可決
動議　徳田村長の村政運営正常化に向けて勧告決議

… 　…………………………………原案可決

〈 臨時議会 〉
平成21年第13回臨時議会
開催日　平成21年11月27日
議案第56号　相良村一般職の職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例の制定につ
いて………………………………原案可決

議案第57号　相良村長等の給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例の制定につい
て…………………………………原案可決

議案第58号　相良村教育長の給与、勤務時間及びそ
の他の勤務条件に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

… 　…………………………………原案可決
議案第59号　相良村議会議員の議員報酬、費用弁償

及び期末手当に関する条例の一部を改
正する条例の制定について……原案可決

平成22年第１回臨時議会
開催日　平成22年１月26日
議案第１号　平成21年度相良村一般会計補正予算

（第９号）…………………………原案可決
同意第１号　相良村教育委員会委員の任命について
… 　…………………………………原案否決

●延会となった理由
　18日の議会中に議会の進行まで村長が口をはさん
だため、議会運営委員会を開きました。委員会の結
果として、
①　村長の発言は議長の越権行為である。
②　それについて謝罪を求める事を決めた。
この事を委員長が報告をしました。ところが村長は
謝罪をせず持論を述べ、議長の制止も聞かず、議場
の混乱を招きました。議長はこれ以上審議に入れな
いと判断し延会宣言をしました。

◆ 議会開催報告 ◆

◆ 議会のうごき ◆
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◆ 議会のうごき ◆

平成21年度相良村一般会計補正予算が提案
されましたが、修正のうえ可決されました。

修正した件
　給与支払い請求に伴う裁判費用575千円が、昨年元原先助役判決で村が敗訴しそれを受け入

れている同様の事例として、議員提案にて修正動議が提出削除され可決されました。

　修正され可決した補正予算は総額98,645千円で主な使い道は下記のとおり。

役場駐車場区画線修繕……………………………641千円

役場庁舎床カーペット等改修工事…………… 5,047千円

庁舎照明器具改修工事………………………… 8,500千円

畜産センター施設改修工事（福祉センターへ改修）

　　　…………………………………………… 26,500千円

川辺・柳瀬構造改善センター改修工事……… 13,500千円

茶湯里空調設備改修工事……………………… 6,800千円

新村橋橋梁修繕………………………………… 6,500千円

南小・中学校校舎修繕料……………………… 1,544千円

南小学校体育館・校舎改修工事……………… 8,313千円

南小・中学校空調設置工事…………………… 10,000千円

北小及び生涯学習センター下水道接続工事… 1,250千円

　

平
成
22
年
３
月
11
日
㈭
か
ら
の
予
定

で
す
。
村
民
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

３
月
定
例
会
のお

知
ら
せ

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

議
会
の
本
会
議
は
、
定
例
会
・
臨
時

会
と
も
公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

本
村
で
、
い
ま
何
が
行
政
課
題
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
村
政
の
方
針
や
村
議
会

の
活
動
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
選
ん

だ
議
員
の
活
動
を
身
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

議
場
の
傍
聴
席
で
、
住
所
・
氏
名
を

記
載
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
自
由
に
傍
聴

で
き
ま
す
。
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相良村長不信任決議否決

　平成22年２年18日、議員提案で堀川議員が上記の不信任案提出されましたが、

否決されました。

（提案理由）

・議会と執行部あまりにも乖離している。

・議員も相良村の村民から選出された人である。執行部と議会は車の両輪であるべきなのに議

会の話を聞かずに一方的にやってしまう、自分ばかりが村民の代表のような錯覚を起こして

いる。

・ダムの問題に対しても、勝手に議会に相談無く、一人でダムに反対し五木村との信頼を損ない、

当村の65世帯（嶽野地区を含む）が犠牲になったことについて、議会でも取り上げているが

理解しようとしないし、地元への対応ができていない。

・球磨郡市の市町村長からも乖離され、見放された状態で同じ村民として恥ずかしい。

・議案等についていも議会（議長）と相談して決めるように話しているのに、一回も相談して

いない。

・人事案件については、事前に相談し提出すべきで、何回も同じ議案を提出され否決されている。

議会軽視もはなはだしく、村長不信任と言わざるを得ない。

　堀川議員の議会での主な発言

　私が村長不信任案を提出しております。村長に本来なら自主的に辞めて、選良を問うてもら

いたいんですけれども、その理由とは、まず、職員の言うことも聞かなければ、議会が質問し

たことにも答えてない。これは大きな問題だと思います。いま、独裁的な相良村で政治が続い

ております。俺の言うことは聞けと、お前たちの言うことは聞けないと、そういう主旨であり

ます。また、指名審査委員会も現在、形骸化しております。このことも大きい問題だと思います。

　それについても、やはり村長不信任に値すると、私は考えております。

　今後、この相良村は、完全に民主政治が取れるように願って、この不信任案を提出したわけ

でございます。以上です。
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相良村工事請負関係の調査に関する特別委員会が
設置されました

　平成22年２月18日、第２回臨時会において、次のとおり賛成多数で決議されま
した。

相良村工事請負関係の調査に関する決議

　地方自治法第100条第１項の規定により、次のとおり相良村工事請負の事務に関する調査
を行うものとする。

記
１　調査事項

平成20年・21年度工事請負に関する事項

２　特別委員会の設置
本調査は、地方自治法110条及び委員会条例第５条の規定により議員全員11人（委員長
　茂吉隆典、副委員長　吉松美代）で構成する相良村工事請負関係調査特別委員会を
設置し、これに付託して行う。

３　調査権限
本議会は、１に揚げる事項の調査を行うため、地方自治法第100条第１項（及び同法第
98条第１項）の権限を相良村工事請負関係調査特別委員会に委任する。

４　調査期限
相良村工事請負関係調査特別委員会は、１に揚げる調査が終了するまで閉会中もなお
調査を行うことができる。

５　本特別委員会に要する経費は、本年度においては20万円以内とする。

　同上議会において、相良村議会政務調査費の交付に関する条例の制定については、
賛成少数で原案否決されました。
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◆ 研修報告 ◆
研
修
日　

平
成
22
年
１
月
28
日
㈭

研
修
先　

徳
島
県
上
勝
町

　

こ
の
町
は
、
昭
和
56
年
２
月
、
マ
イ

ナ
ス
13
度
と
い
う
局
地
的
な
異
常
寒
波

に
襲
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
み
か
ん
が
枯

死
。
上
勝
町
特
産
の
香
酸
柑
橘
で
あ

る
、
ゆ
こ
う
や
す
だ
ち
も
枯
死
寸
前
と

な
り
、
農
業
は
大
打
撃
を
受
け
た
上
勝

町
の
生
活
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

町
の
人
口
は
２
０
０
０
人
、
高
齢
化

率
49
・
50
％
、
過
疎
と
高
齢
化
が
同
時

進
行
し
て
い
る
四
国
で
一
番
小
さ
い
町

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
上
勝
町
で
は

小
さ
く
て
も
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
持

つ
農
山
村
と
な
る
よ
う
、
自
立
、
持
続

可
能
な
地
域
作
り
に
努
力
さ
れ
、
株
式

会
社
い
ろ
ど
り
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
（
高

齢
者
）
が
一
体
と
な
っ
て
紅
葉
、
柿
、

南
天
、
椿
の
葉
っ
ぱ
や
梅
、
桜
、
桃

の
花
な
ど
で
、
料
理
の
つ
ま
物
に
す
る

材
料
と
し
て
商
品
化
し
年
販
売
額
約

２
億
６
千
万
円
程
収
益
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
出
荷
、
受
注
業
務
を
効
率
化

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
導

入
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

町
へ
の
効
果
と
変
化　

　

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
た
。
町
内

の
取
り
組
み
も
活
性
化
さ
れ
た
。

　

老
人
医
療
費
は
県
下
最
下
位
、
全

国
平
均
で
医
療
費
の
額
20
万
円
差
。

　

町
へ
の
視
察
者
年
間
４
６
０
０

人
、
海
外
視
察
４
０
０
団
体
。

　

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
り
町
も
活

気
づ
い
た
し
人
口
も
増
え
つ
つ
あ

る
。

　

人
は
誰
で
も
主
役
に
な
れ
る
し
、

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
て
頑
張
っ

て
い
る
。

　

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
案
者　

横
石

知
二
氏
（
元
Ｊ
Ａ
職
員
）
に
よ
っ
て
上

勝
町
は
再
生
さ
れ
た
。

　

以
上
の
通
り
、
簡
単
に
研
修
報
告
と

し
ま
す
。

○
研
修
参
加
者

委
員
長　

中
村　

重
道

副
委
員
長　

黒
木　

正
照

委　
　

員

　

小
善　

満
子
、
横
山　

吉
継

　

茂
吉　

隆
典
、
吉
松　

美
代

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
報
告

研修風景
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◆ 一般質問 ◆

黒
木
議
員
＝
南
小
学
校
で
は
、

学
力
が
低
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
数
年

前
か
ら
の
教
育
委
員
会
と
し
て
の

対
策
等
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
４
、５
年
前
か
ら

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
以
前
、
東

教
育
長
が
教
育
委
員
長
の
時
代
に
、

前
教
育
長
か
ら
教
育
委
員
会
に
於

い
て
問
題
提
起
を
さ
れ
、
論
議
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
後
教
育
委
員
会
と
し
て
、
学
校

に
対
す
る
教
育
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

教
育
施
策
を
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長
＝
以
前
に
教
育
委
員
会

で
学
力
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

い
た
し
ま
し
た
。
色
々
研
究
、
検

討
を
し
て
全
委
員
が
学
力
の
問
題

に
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
学

力
が
非
常
に
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
と
き
の
対
策
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
相
当
検
討
を
し

て
実
施
に
踏
み
切
っ
て
き
た
つ
も

り
で
す
。

黒
木
議
員
＝
先
生
方
の
異
動
調

整
は
誰
が
行
う
の
か
。

教
育
長
＝
県
の
教
育
委
員
会
が

行
う
。

黒
木
議
員
＝
教
育
長
の
権
限
は

加
味
さ
れ
な
い
の
か
。

教
育
長
＝
各
市
町
村
教
育
委
員

会
は
具
申
す
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
。黒

木
議
員
＝
子
ど
も
の
学
力
は

家
庭
の
問
題
、
地
域
の
問
題
も
あ

ろ
う
か
と
思
う
が
大
事
な
こ
と
は
、

質
の
良
い
先
生
を
学
校
に
迎
え
入

れ
る
事
で
、
先
生
方
が
活
動
し
や

す
い
環
境
の
整
備
も
大
事
な
問
題

で
す
。
人
事
配
置
の
問
題
、
先
生

方
の
異
動
の
問
題
に
し
て
も
教
育

長
の
評
価
が
問
わ
れ
る
重
大
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

に
つ
い
て

黒
木
議
員
＝
現
在
で
も
年
間
の

維
持
管
理
費
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
使
用
料
４
千
円
の
３
５
０
件
、

１
６
８
０
万
円
で
よ
い
の
か
。

総
務
課
長
＝
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
ま
で
の
議
会
の
報

告
で
は
、
１
６
８
０
万
円
程
度
の

維
持
管
理
費
が
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
試
算
を
し
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
使
用
料
を
毎
月
４
千
円
で
、

３
５
０
世
帯
程
度
の
加
入
が
あ
れ

ば
年
間
ト
ン
ト
ン
の
運
営
が
現
段

階
で
の
概
算
で
は
で
き
る
。

黒
木
議
員
＝
役
場
内
に
セ
ン

タ
ー
設
備
、
相
良
村
は
広
い
の
で

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
の
で
は
。

総
務
課
長
＝
現
在
の
所
、
必
要

で
な
い
と
設
計
委
託
か
ら
は
聞
い

て
い
る
。

　

12
月
定
例
議
会
で
は
10
名
の
議
員
が
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

３
名
の
議
員
は
記
事
の
提
出
を
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
７
名
の

議
員
の
一
般
質
問
の
各
質
問
内
容
、
そ
の
答
弁
を
記
載
致
し
ま
す
。

Q
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て

A
学
力
が
非
常
に
低
下
し
て
い
る

一
般
質
問

黒
木
　
正
照  

議
員
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中
村
議
員
＝
役
場
職
員
新
規
採

用
者
を
村
内
に
お
け
る
体
験
研
修

と
農
家
へ
の
研
修
の
機
会
を
つ
く

り
、
相
良
村
の
基
盤
産
業
で
あ
る

農
林
業
体
験
な
ど
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

Q
職
員
の
新
規
採
用
は
も
ち
ろ
ん
職
員

は
村
内
定
住
が
原
則
で
は
な
い
か

A
憲
法
上
居
住
移
転
の
自
由
と
い
う
人
権
規

定
が
あ
り
、
現
実
的
に
無
理
が
あ
る

総
務
課
長
＝
現
在
、
新
規
採
用

の
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用

し
ま
し
た
年
に
県
の
町
村
会
の
研

修
協
議
会
主
催
の
基
礎
知
識
等
の

講
習
の
実
地
研
修
、
そ
れ
か
ら
球

磨
郡
町
村
会
主
催
の
自
衛
隊
へ
の

体
験
入
隊
等
の
研
修
を
一
応
行
っ

て
は
お
り
ま
す
。
た
だ
、
村
単
独

で
の
民
間
と
か
農
林
業
世
帯
へ
の

研
修
等
は
現
在
、
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
た
だ
今
後
、
村
内
の
内

容
を
十
分
把
握
す
る
と
い
う
事
と

か
、
ま
あ
新
規
職
員
の
接
遇
と
か

あ
る
い
は
質
の
向
上
と
か
そ
う
い

う
事
を
考
え
ま
す
と
、
今
後
、
協

議
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

中
村
議
員
＝
職
員
の
村
内
定
住

に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。
新
規

採
用
は
も
ち
ろ
ん
職
員
は
村
内
定

住
が
原
則
で
は
な
い
か
。
村
外
に

住
ん
で
い
る
職
員
に
対
し
て
指
導

す
べ
き
で
は
な
い
か
お
尋
ね
し
た

い
。村

長
＝
村
長
の
立
場
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
相
良
村
に
職
員
も
は

じ
め
多
く
の
方
が
住
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
色
ん
な
意
味
で
村
が
活
性

化
い
た
し
ま
す
。
た
だ
、
憲
法
上

居
住
移
転
の
自
由
と
い
う
人
権
規

定
が
あ
り
、
現
実
的
に
無
理
が
あ

り
、
促
進
は
す
る
よ
う
に
努
力
は

い
た
し
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
限

界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

中
村
議
員
＝
村
長
の
答
弁
は
確

か
に
分
か
り
ま
す
が
、
前
回
も
交

付
税
の
こ
と
で
質
問
し
ま
し
た
よ

う
に
、
村
民
一
人
当
た
り
29
万
円

の
交
付
税
が
国
か
ら
流
れ
て
く
る

こ
と
を
職
員
に
も
理
解
し
て
も
ら

い
、
村
内
定
住
を
促
進
し
、
村
民

と
触
れ
合
い
な
が
ら
村
内
の
隅
々

ま
で
知
る
こ
と
で
、
職
務
に
活
か

し
て
も
ら
う
事
が
大
事
で
は
な
い

で
す
か
。

村
長
＝
人
口
が
こ
の
状
況
下
で

あ
っ
て
も
、
増
え
て
い
っ
た
方
が

地
域
活
性
化
で
き
ま
す
の
で
、
促

進
の
努
力
は
何
ら
か
の
形
で
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

強
制
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
厳

し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
村
議
員
＝
役
場
職
員
の
場
合
、

給
料
の
問
題
で
入
れ
な
い
村
営
住

宅
の
条
例
の
見
直
し
を
し
て
、
役

場
職
員
で
も
住
め
る
よ
う
な
手
段

を
と
っ
て
は
ど
う
か
。

村
長
＝
村
営
住
宅
は
、
基
本
的

に
は
福
祉
政
策
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
入
居
条
件
を
ど
こ
ま

で
広
げ
る
か
と
い
う
こ
と
を
今
の

こ
の
段
階
で
は
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
。中

村
議
員
＝
答
弁
は
い
り
ま
せ

ん
。
借
り
や
下
宿
な
ど
職
員
に
促

進
し
て
も
ら
う
か
、
職
員
採
用
条

件
の
見
直
し
や
隣
町
村
を
調
査
し
、

条
例
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
な
ど
の

努
力
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
と
し
て
終
わ
り
ま
す
。

中
村
議
員
＝
国
道
４
４
５
号
線

の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
雨
宮
神

社
前
の
カ
ー
ブ
付
近
の
歩
道
が
狭

く
危
険
で
す
か
ら
、
県
の
方
へ
改

修
の
要
望
を
行
っ
て
は
ど
う
か
お

伺
い
し
た
い
。

村
長
＝
議
員
ご
指
摘
の
場
所
は

私
も
よ
く
存
じ
て
い
る
。
今
の
段

階
は
改
修
の
要
望
等
は
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
ど
う

い
っ
た
内
容
で
要
望
す
る
か
検
討

の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

中
村
　
重
道  

議
員
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髙
岡
議
員
＝
現
在
、
村
の
住
民

検
診
は
施
設
検
診
で
行
っ
て
い
る

が
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
で

は
、
巡
回
検
診
で
使
用
す
る
胸
部

検
診
車
を
購
入
す
る
予
定
だ
が
、

村
の
住
民
は
施
設
検
診
な
の
に
そ

の
負
担
は
村
も
行
う
の
か
。

村
長
＝
実
際
、
村
は
施
設
検
診

住
民
検
診
の
巡
回
検
診
は

住
民
の
受
け
や
す
い
方
法
で

検
討
し
て
い
く

な
の
で
負
担
は
で
き
な
い
と
い
う

議
論
も
し
た
が
、
最
終
的
に
は
地

域
医
療
と
広
域
行
政
と
い
う
特
殊

性
を
踏
ま
え
て
構
成
市
町
村
と
し

て
は
負
担
を
す
る
と
協
議
を
し
ま

し
た
。

髙
岡
議
員
＝
検
診
車
の
負
担
を
す

る
な
ら
、
受
診
率
を
高
め
る
た
め

に
も
、
ま
た
住
民
の
た
め
に
従
前

の
よ
う
な
巡
回
検
診
も
で
き
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

村
長
＝
受
診
率
を
高
め
る
た
め

に
も
、
ま
た
、
村
も
検
診
車
の
負

担
を
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
住
民

の
方
が
検
診
を
受
け
や
す
い
状
況

に
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

利
水
事
業
に
つ
い
て

髙
岡
議
員
＝
利
水
事
業
の
柳
瀬

西
溝
、
飛
行
場
水
路
掛
に
対
し
多

く
の
反
対
者
が
お
ら
れ
る
中
で
こ

の
事
業
立
ち
上
げ
が
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
な
の
で
反
対
さ
れ

る
方
々
と
意
見
交
換
会
を
行
う
考

え
は
な
い
の
か
。

村
長
＝
事
業
を
立
ち
上
げ
る
た

め
に
鋭
意
努
力
は
し
て
い
る
が
、

意
向
調
査
で
出
席
率
、
参
加
率
が

低
い
の
で
賛
成
、
反
対
関
ら
ず
、

意
見
交
換
会
を
企
画
し
た
場
合
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
担
当

課
長
が
出
向
い
て
で
も
意
見
交
換

を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

髙
岡
議
員
＝
同
意
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
利
水
事
業
は
進
め
ら
れ
な

い
の
で
多
く
の
方
の
意
見
交
換
会

だ
け
で
は
な
く
代
表
者
と
の
意
見

交
換
会
も
大
事
と
思
う
が
ど
う
か
。

村
長
＝
い
ろ
い
ろ
な
方
と
意
見

交
換
を
し
て
、
コ
ア
な
感
じ
で
の

意
見
交
換
も
可
能
性
が
あ
れ
ば
設

定
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　村議会は住民の代表者であり、十分な

活動できるように権限が与えられている。

◎議決

　村政を進めるうえで重要な事項は、議

会の議決により決定する。

（１）条例を定めたり改正、廃止する事。

（２）予算を決めたり、決算を認定する事。

（３）村の税金や使用料、手数料などに関

する事。

（４）重要な契約、財産の取得処分を決定。

（５）その他の法律や政令条例により議会

の権限。

QA

議
会
の
仕
事
と
は
①

髙
岡
　
重
盛  

議
員
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吉
松
議
員
＝
村
発
注
工
事
の
請

け
負
い
業
者
の
指
名
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
現
在
、
相
良
村
内

業
者
が
相
良
村
と
徳
田
村
長
を
相

手
に
、
平
成
20
年
度
の
村
発
注
の

指
名
外
し
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

の
裁
判
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
村

内
業
者
を
指
名
に
入
れ
な
い
の
は

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
世
間
で
噂
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
選
挙
が
ら
み

の
指
名
外
し
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、

裁
判
中
だ
か
ら
指
名
に
入
れ
な
い

村
内
業
者
を
指
名
に
入
れ
な
い
の
は
理
解
で
き
な
い

指
名
審
査
会
が
推
薦
す
る
だ
け
で
、
あ
く

ま
で
も
決
定
は
村
長
が
す
る

の
で
す
か
。

村
長
＝
裁
判
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

係
争
中
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
そ
れ

に
係
わ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。

建
設
課
長
＝
た
だ
い
ま
の
質
問

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
指
名
競
争
入

札
に
あ
た
っ
て
は
、
相
良
村
工
事

入
札
事
務
処
理
要
領
の
規
定
に
基

づ
い
て
、
審
査
会
を
開
い
て
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
指
名
審
査

会
が
、
推
薦
す
る
だ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
決
定
は
、
村

長
が
す
る
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
す
。

吉
松
議
員
＝
次
に
、
公
営
住
宅

永
谷
団
地
建
設
工
事
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
入

札
結
果
は
99
．
５
％
以
上
の
非
常

に
高
い
不
自
然
な
入
札
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
土
木
工
事
が
専
門
で
、

建
築
の
実
績
は
ほ
と
ん
ど
な
い
業

者
に
、
予
定
価
格
の
99
．
８
％
で

随
意
契
約
し
ま
し
た
。
そ
の
業
者

は
平
成
20
年
、
21
年
の
相
良
村
発

注
の
工
事
を
一
番
多
く
受
注
し
て

い
る
業
者
で
す
。
そ
の
業
者
と
い

え
ば
平
成
20
年
度
高
原
地
区
排
水

路
整
備
工
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

相
良
村
契
約
規
則
の
第
16
条
に
違

反
し
て
４
社
入
札
を
強
行
し
、
そ

の
結
果
99
．
９
％
で
落
札
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
入

札
結
果
を
ふ
ま
え
れ
ば
不
適
正
な

入
札
と
し
て
相
良
村
役
場
か
ら
公

正
取
引
委
員
会
に
告
発
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
長
＝
村
と
し
て
は
別
段
、
告

発
す
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員
の
判
断
で
な
さ
れ
た
ら
よ
ろ

し
い
か
と
思
い
ま
す
。

吉
松
議
員
＝
最
後
に
茶
湯
里
の

工
事
発
注
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
相
良
村
工
事
請
負
業
者
選
定

要
領
の
第
３
条
で
建
設
業
者
を
指

名
し
よ
う
と
す
る
時
、
県
内
建
設

業
者
に
つ
い
て
は
、
資
格
審
査
格

付
け
業
者
の
中
か
ら
選
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
指
名
願
い
が
出
て
い

る
業
者
で
な
け
れ
ば
相
良
村
の
工

事
請
負
業
者
と
し
て
指
名
す
る
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
業
者
を
入
札
に

参
加
さ
せ
、
そ
の
上
契
約
ま
で
し

た
経
過
と
理
由
を
坂
口
課
長
、
ま

た
村
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

建
設
課
長
＝
先
ほ
ど
の
相
良
村

工
事
請
負
建
設
業
者
選
定
要
領
の

３
号
に
書
い
て
あ
る
ぶ
ん
で
す
け

ど
も
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し

よ
う
と
す
る
業
者
と
な
っ
て
お
り

ま
し
て
、
今
回
の
修
繕
工
事
の
発

注
に
つ
き
ま
し
て
は
、
見
積
に
よ

る
随
意
契
約
で
し
て
お
り
ま
す
。

村
長
＝
今
回
は
見
積
で
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
。

色
ん
な
指
名
願
い
を
出
さ
れ
て
い

な
い
業
者
さ
ん
に
も
仕
事
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

吉
松
議
員
＝
指
名
願
い
を
出
さ

れ
て
い
な
い
業
者
さ
ん
に
相
良
村

の
仕
事
を
受
注
し
、
指
名
願
い
を

出
し
て
い
る
建
設
業
者
に
丸
投
げ

し
て
い
ま
す
。
丸
投
げ
す
る
く
ら

い
な
ら
最
初
か
ら
直
接
安
く
契
約

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

こ
れ
こ
そ
税
金
の
無
駄
遣
い
の
典

型
で
す
。

村
長
＝
専
門
業
者
さ
ん
に
見
積

も
り
随
契
で
と
い
う
話
し
も
当
初

は
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
相
良
村
内
で
や
る
と
こ
ろ
が
あ

る
な
ら
ば
相
良
村
内
の
業
者
さ
ん

に
も
見
積
を
取
っ
て
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

村
内
業
者
の
方
が
見
積
も
り
金
額

が
安
か
っ
た
の
で
す
。
村
内
業
者

さ
ん
と
い
う
純
粋
な
こ
と
で
お
願

い
し
た
わ
け
で
す
。

QA
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一
、	

介
護
保
険

茂
吉
議
員
＝
書
類
で
回
答
を
す

る
が
、
未
だ
に
無
い
。
回
答
に
は

責
任
を
持
っ
て
欲
し
い
。
調
査
研

究
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
期
間
は

ど
れ
く
ら
い
か
、
回
答
も
な
い
が
。

村
長
＝
報
告
し
て
い
な
い
事
は

こ
の
場
で
お
詫
び
を
。
も
う
暫
く

時
間
を
頂
け
れ
ば
。

茂
吉
議
員
＝
前
回
と
同
じ
回
答

本
事
業
以
外
、
国
営
で
は
で
き
な
い
の
か

国
営
で
は
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る

で
は
困
る
。
期
間
は
ど
れ
く
ら
い

か
、
で
き
な
い
な
ら
で
き
な
い
と
。

村
長
＝
区
切
り
は
で
き
な
い
が
、

一
定
の
方
向
性
は
示
し
て
い
き
た

い
。茂吉

議
員
＝
ズ
ル
ズ
ル
や
れ
ば

良
い
事
で
は
な
い
、
大
事
な
事
な

の
で
そ
れ
な
り
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

二
、	

道
路
問
題

茂
吉
議
員
＝
村
道
の
環
境
整
備
、

現
在
行
っ
て
い
る
事
。

建
設
課
長
＝
道
路
の
安
全
な
運

行
、
側
溝
の
蓋
の
設
置
、
歩
道
の

状
況
、
離
合
箇
所
等
現
在
進
め
て

い
る
。
各
区
長
さ
ん
の
要
望
も
あ

り
、
村
と
し
て
も
環
境
問
題
取
り

組
む
べ
き
。

茂
吉
議
員
＝
村
道
大
曲
線
、
道

も
狭
く
草
が
茂
る
と
よ
け
い
に
見

通
し
が
悪
く
、
真
ん
中
を
通
行
の

為
、
危
険
。
落
石
や
側
溝
も
気
を

つ
け
て
管
理
を
。
村
道
沖
原
線
を

九
月
の
定
例
議
会
で
補
正
が
通
れ

ば
、
筆
境
確
定
し
次
の
段
階
に
。

状
況
は
。

建
設
課
長
＝
総
務
課
の
財
産
の

ほ
う
で
業
務
関
係
者
と
協
議
し
て

進
め
て
い
る
。
建
設
課
で
は
平
成

24
年
度
調
査
測
量
予
定
。

茂
吉
議
員
＝
危
険
な
所
は
で
き

る
だ
け
早
く
解
決
を
。
村
道
三
石
、

井
沢
線
三
箇
所
の
広
場
で
、
休
憩

車
を
見
る
が
、
道
路
か
ら
隔
離
状

態
で
不
法
投
棄
が
多
い
。
車
の
休

憩
程
度
で
、
後
は
車
が
入
れ
な
い

措
置
は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
＝
不
当
投
棄
目
立
、

車
の
ス
ペ
ー
ス
以
外
、
ブ
ロ
ッ
ク

等
封
鎖
措
置
は
可
能
。
不
法
投
棄

は
保
健
福
祉
課
長
と
協
議
検
討
、

休
憩
場
所
の
面
積
、
広
さ
等
、
今

後
調
査
検
討
し
た
い
。

保
健
福
祉
課
長
＝
看
板
等
、
破

損
、
一
応
補
修
し
元
の
位
置
。
定

期
的
パ
ト
ロ
ー
ル
数
箇
所
の
空
き

地
、
今
後
建
設
課
と
協
議
。

三
、	

利
水
問
題

茂
吉
議
員
＝
利
水
の
説
明
会
で

元
村
議
が
根
も
葉
も
な
い
こ
と
を

実
名
挙
げ
て
公
の
場
で
誹
謗
中
傷

し
た
こ
と
は
開
催
者
と
し
て
何
の

対
処
も
し
な
か
っ
た
の
は
。

徳
田
議
員
＝
問
題
の
無
い
発
言
、

違
法
性
が
あ
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ら
制
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
私
は
無
か
っ
た
と
思
う
。

茂
吉
議
員
＝
説
明
会
の
出
席
が

少
な
い
の
は
、
私
た
ち
四
名
の
せ

い
に
し
て
実
名
を
挙
げ
て
組
合
員

に
参
加
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た

と
、
事
実
も
知
ら
な
い
で
う
そ
を

平
気
で
公
言
し
た
。
私
た
ち
は
参

加
し
な
い
と
は
い
っ
た
が
組
合
員

の
権
限
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い
、

も
ち
ろ
ん
し
な
い
。

茂
吉
議
員
＝
説
明
会
で
水
利
権

の
重
要
性
、
下
流
域
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
取
水
、
実
用
化
し
た
と

き
に
誰
が
責
任
を
取
る
か
。

村
長
＝
新
規
の
場
合
、
正
常
流

量
以
下
で
は
取
れ
な
い
。
水
利
権

は
重
要
、
責
任
は
産
振
課
長
に
回

答
。産業

振
興
課
長
＝
土
地
改
良
区

が
運
営
、
職
員
が
管
理
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

茂
吉
議
員
＝
確
認
調
査
の
ど
ち

ら
で
も
、
ど
う
な
る
、
飛
行
場
用

水
路
掛
、
柳
瀬
西
溝
掛
の
事
業
不

参
加
を
表
明
者
は
二
番
を
削
除
の

申
し
入
れ
を
無
視
し
た
ん
で
す
ね
。

村
長
＝
資
料
の
通
り
意
向
調
査

出
し
て
い
る
。
回
答
は
慎
重
に
扱

う
特
別
な
目
的
に
使
う
こ
と
は
無

い
。茂吉

議
員
＝
本
事
業
以
外
、
国

営
で
は
で
き
な
い
と
説
明
。
本
気

か
。村長

＝
国
営
で
は
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
認
識
。

茂
吉
議
員
＝
ア
ミ
を
外
せ
ば
基

幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
す
で
に
動
い
て
い
る
。
そ
の

実
地
用
件
も
十
分
。
あ
み
を
外
せ

ば
で
き
る
。

QA
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堀
川
議
員
＝
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
、
村
長
部
局
は
、
話
し
合
い

を
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
財
政

面
に
つ
い
て
、こ
の
村
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
、
そ
の
上
で
も
合
併
が

必
要
で
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま

す
け
ど
、
村
長
の
考
え
は
如
何
で

す
か
。

村
長
＝
市
町
村
合

併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
に
向
け
た
協
議

で
は
な
い
で
す
け
ど

も
、
振
興
局
の
方
で

道
州
制
と
絡
ん
で
、

市
町
村
合
併
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
と
い

う
ほ
ど
で
は
な
い
で

す
け
ど
も
、
そ
う
い

う
説
明
が
あ
っ
た
ぐ

ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
財
政
の
厳
し
い

中
、
本
当
に
地
域
住

民
の
将
来
の
こ
と
を

考
え
る
な
ら
ば
、
私

は
合
併
を
推
進
す
る

と
い
う
立
場
を
常
々

申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

堀
川
議
員
＝
今
の
財
政
状
況
で

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
23
年
度
に

つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
、
も
う
組

め
な
い
問
題
が
出
て
く
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

村
長
は
今
、
各
町
村
長
か
ら
孤
立
し
て
い
る
の
で
は

ダ
ム
に
こ
だ
わ
っ
て
い
れ
ば
、
や
れ
る
事

も
や
れ
な
く
な
る

す
。
執
行
部
の
中
に
お
い
て
も
や

は
り
話
し
合
い
を
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

如
何
で
す
か
。

村
長
＝
23
年
度
以
降
、
非
常
に

予
算
自
体
の
編
成
が
厳
し
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
、

村
民
の
方
に
、
よ
り
今
ま
で
以
上

に
我
慢
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
状
況
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
で
す

ね
、
合
併
に
向
け
た
、
大
変
だ
か

ら
合
併
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
現
実
的
な
自
治
体

経
営
を
す
る
意
味
で
も
必
要
で
す

し
周
り
か
ら
合
併
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
相
良
村
を
よ
か
村
や
っ

で
合
併
し
た
い
と
思
わ
れ
る
様
な

村
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

堀
川
議
員
＝
23
年
も
24
年
度
も

ど
う
か
な
と
、
大
変
厳
し
い
と
い

う
の
は
事
実
で
す
。
そ
れ
を
よ
く

村
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

は
っ
き
り
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
期
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
如
何

で
す
か
。

村
長
＝
３
カ
月
分
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
で
き
な
い
事
は
で
き
な

い
、
で
き
る
事
は
で
き
る
と
村
と

し
て
要
望
に
対
し
て
対
応
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
正
に

政
治
だ
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
方

の
生
涯
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

堀
川
議
員
＝
次
に
介
護
保
険
料

の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
う
ち
は

ペ
ー
ト
ル
会
に
丸
投
げ
と
い
う
の

が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で
す
。
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
投
げ
や
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
前
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
村

で
持
っ
て
、
介
護
保
険
料
の
削
減

を
図
る
と
、
そ
う
い
う
お
考
え
は

な
い
で
す
か
。

村
長
＝
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

員
会
が
、
平
成
12
年
の
役
員
会
で
、

平
成
12
年
の
４
月
と
い
う
の
は
、

社
協
と
し
て
は
介
護
保
険
事
業
に

は
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
、
介
護
保
険
で
対
応
し
き

れ
な
い
部
分
を
役
割
を
担
う
と
い

う
こ
と
で
の
考
え
方
を
確
認
を
し

て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

雇
用
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
厳
し

い
。堀川

議
員
＝
村
長
は
ダ
ム
に
つ

い
て
凍
結
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

村
長
は
ダ
ム
促
進
協
議
会
か
ら
離

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
が
問
題

な
ん
で
す
よ
。

村
長
＝
脱
退
表
明
を
し
て
い
る

だ
け
で
す
。

堀
川
議
員
＝
ダ
ム
促
進
協
に

行
っ
て
、
要
求
す
る
も
の
は
要
求

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
だ
け
ど
、

言
う
べ
き
も
言
わ
な
い
で
、
村
長

は
今
、
各
町
村
長
か
ら
孤
立
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
も
う

少
し
や
は
り
中
に
入
っ
て
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

村
長
＝
ダ
ム
に
こ
だ
わ
っ
て
い

れ
ば
、
や
れ
る
事
も
や
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
も
う
こ
こ
で
ダ
ム

と
は
切
り
離
し
て
、
純
粋
に
上
四

浦
地
区
の
地
域
振
興
を
皆
様
と
一

緒
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

堀
川
議
員
＝
国
道
規
格
に
ね
、

取
り
替
え
る
こ
と
も
要
望
一
つ
で

す
よ
。
ダ
ム
関
連
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
や
は
り
山
口
、
山

手
夜
狩
尾
の
整
備
で
す
ね
。
中
ノ

原
も
入
れ
た
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
、

当
然
国
交
省
、
県
を
入
れ
た
中
で
、

話
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長
＝
苦
渋
を
味
わ
わ
れ
た
方

で
す
の
で
、
皆
様
の
た
め
に
、
地

域
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

QA

堀
川
　
金
泰  

議
員
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十
島
天
神
、
川
村
駅
周
辺
の
景
観
向
上
策
は

村
で
や
れ
る
点
は
検
討
し
た
い

横
山
議
員
＝
介
護
保
険
に
つ
い

て
そ
の
利
用
状
況
を
聞
き
た
い
。

保
健
福
祉
課
長
＝
認
定
者
数
は

要
支
援
37
名
、
要
介
護
２
７
６
名
、

総
数
３
１
３
名
中
重
度
の
方
が
多

く
給
付
費
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

横
山
議
員
＝
介
護
保
険
料
が
県

下
一
位
。
高
い
理
由
（
原
因
）
は
。

保
健
福
祉
課
長
＝
重
度
者
34
％

中
重
度
の
方
が
多
い
こ
と
で
す
。

横
山
議
員
＝
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
議
会
の

全
員
協
議
会
で
再
度
の
維
持
管
理

費
の
説
明
を
求
め
た
の
に
約
束
を

「
ほ
ご
」
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
課
長
＝
説
明
会
を
開
く
と

約
束
し
た
覚
え
あ
り
ま
す
。
お
詫

び
し
ま
す
。

横
山
議
員
＝
議
会
軽
視
は
厳
に

慎
む
よ
う
に
。

横
山
議
員
＝
学
童
の
学
力
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
、
理
科
支
援
教
諭
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

教
育
長
＝
北
小
に
一
名
で
す
。

横
山
議
員
＝
当
村
の
学
力
レ
ベ

ル
は
。

教
育
長
＝
国
語
、
数
学
が
見
劣

り
し
ま
す
。
家
庭
で
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

横
山
議
員
＝
く
ま
川
鉄
道
沿
線

の
景
観
向
上
に
つ
い
て
、
十
島
天

神
、
川
村
駅
周
辺
の
景
観
向
上
策

は
な
い
か
。

村
長
＝
鉄
道
の
経
営
は
厳
し
い
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
確
認
し
て

村
で
や
れ
る
点
は
検
討
し
た
い
。

横
山
議
員
＝
村
有
各
種
施
設
の

継
続
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
後

日
一
覧
表
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

次
に
村
道
平
原
十
島
線
改
良
工
事

で
取
得
し
た
用
地
が
不
用
な
る
事

態
に
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が

適
切
な
解
決
を
。

建
設
課
長
＝
該
当
家
族
と
充
分

な
協
議
を
重
ね
て
如
何
な
き
よ
う

努
め
ま
す
。

QA

◎村政チェック
　村政が正しく運営されているか、事務が
効率的に行なわれているか
調査し、公金の出納など監査委員に監査を
求め、報告を求めることができる。
◎選挙及び同意
　議長や副議長、選挙管理委員会委員選任

のほか、副村長、教育長、監査委員の選任
に同意
◎意見書の提出
　村民の利益のために国県及び関係省庁に
意見書の提出
◎請願、陳情を審査し、採択したのは執行
機関に付託し村の仕事に反映させる。

議
会
の
仕
事
と
は
②

横
山
　
良
継  

議
員
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編
集
後
記

　

村
民
の
皆
さ
ん
12
月
定
例
議
会

報
告
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
、「
相
良
村
議
会
大
変
で
す
ね
」

と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、
皆
様
方

か
ら
与
え
ら
れ
た
議
員
と
し
て
の

責
任
を
果
た
す
た
め
、
利
水
問
題
、

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
、
村
の

財
政
問
題
等
、
皆
さ
ん
の
よ
り
よ

き
相
良
村
に
な
る
様
、
慎
重
審
議

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
残
念
な

の
は
、
議
員
全
員
が
一
般
質
問
し

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
記
載
し
な
い
議
員
の

方
が
い
ま
す
。
真
に
残
念
と
し
か

言
え
ま
せ
ん
。
議
会
を
傍
聴
で
き

な
い
村
民
の
方
々
に
、
少
し
で
も

議
会
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
為
、

全
議
員
で
協
議
し
て
、
決
議
さ
れ
、

第
３
号
発
刊
に
至
り
ま
し
た
。
私

た
ち
は
議
会
の
内
容
を
皆
さ
ん
に

報
告
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

後
も
定
例
会
ご
と
に
、
よ
り
確
実

に
詳
し
く
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。…

（
茂
吉　

隆
典
）

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委
員
長
　
吉
松
　
美
代

　
副
委
員
長
　
茂
吉
　
隆
典

　
委
　
　
員
　
友
田
　
政
春

　
　
　
　
　
　
中
村
　
重
道

　
　
　
　
　
　
横
山
　
良
継

　
　
　
　
　
　
小
善
　
満
子

相良村議会　議会中継システム
　相良村議会では、村民の皆様にとって、議会がより身近なものとなり、開かれた行政となるようイ
ンターネット上や村民ホールのテレビにて議会中継を始めました。
　相良村ホームページ　http://www.vill.sagara.lg.jp/index.php　からお入り下さい。
　　相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム

　ご家庭等においてインターネット環境がない方は、役場村民ホールに設置しているテレビにて、議
会会期中の模様を放映しておりますので、ご覧ください。

◆ご利用にあたって◆
※この議会中継（映像及び音声）は、相良村議会の公式記録ではありません。会議録が公式記録とな
ります。
※映像をご覧になるには、Microsoft社のWindows　Media　Player（無償）が必要です。お持ち
でない方は、Microsoft社のホームページから入手し、インストールしてください。
　　Microsoft社ダウンロードサイト：
　　http://www.microsoft.com/japan/windows/windowsmaedia/download/
※議会中継を多数の方が同時にご覧になった際に、映像がうまく表示されない場合があります。

お問い合わせ　　相良村役場議会事務局
　　　　　　　　TEL：0966−35−1038

議会ライブ中継を見る ⇦ ここをクリック
して下さい。


